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容

松

村

恒

今
生

に
国
王
に
も
過
ぎ
た
る
財
力
を
誇

っ
た
檀
彌
離
長
者
は
、
そ
の

前
生
に
て
積
ん
だ
功
徳
の
故
に
そ
の
栄
華
を
享
受
し
た
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
檀
彌
離
は
前
生
に
あ

っ
て
は
修
行
中
の
身
で
あ

っ
た
が
、
同
輩

四
人
の
修
行
の
完
成
の
た
め
に
、
自
ら
は
修
行
を
放
棄
し
て
町
に
行
乞

に
出
掛
け
、
得
ら
れ
た
施
物
を
同
輩
に
布
施
し
た
。
こ
の
犠
牲
的
精
神

に
よ
る
助
け
を
得
て
修
行
を
完
成
し
た
四
人
は
、
助
力
者

に
願
を
立
て

る
よ
う

に
と
勧
め
る
。
布
施
者
は
来
世
に
お
け
る
大
い
な
る
富
と
法
の

聴
聞
を
願
う
。
こ
の
願
の
実
現
に
よ
り
、
今
生
に
て
檀
彌
離
と
い
う
財

力
を
恣

に
す
る
長
者
と
な
り
、
ま
た
仏
世
尊
の
導
き
に
よ
り
悟
り
の
境

地
を
獲
得
し
た
。

 

こ
の
過
去
物
語
は

『
賢
愚
経
』
に
説
か
れ
る
。
(
1
)

檀
彌
離
の
イ
ン
ド
語

形
は
必
ず

し
も
明
白
で
は
な
い
が
、
*
d
a
n
a
v
i
r
a

と
か

苦
*
d
a
n
a
v
i
r
y
a

 
 
 

と
か
が
想
定
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
(
2
)

布
施
の
功
徳
に
よ
り
今
生
に
て

栄
耀
栄
華

へ
到
達
し
た
こ
と
を
示
す
過
去
物
語
と
現
在
物
語
の
連
結
は

妥
当
な
も

の
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
こ
れ
の
受
容
例
の
最
初

の
も

の
は
、
渡
辺
信
和
氏
の
御
指
摘
通
り

『
宝
物
集
』
に
見
ら
れ
る
。
(
3
)

檀
彌
離
長
者

ガ
。
國
王

過

樂

有

シ
。
昔
四
人

ノ
聖
人
ア
リ
キ
。
三

人

ハ
閑

二
山
林

二
籠

リ
行

テ
。
今

一
人

ハ
里

二
出

テ
。
乞
食
頭
陀

シ
テ
三
人

ノ
聖
人

二
施

シ
キ
。
三
人

ハ
果

ヲ
得

テ
キ
。

一
人

ハ
今
檀
彌
離

也
。
施
ノ
功

徳

二
依

ガ
故

二
。
今

生

ニ
ハ
國

王

二
過

タ

ル
樂
リ
キ
。
未
來
佛

二
成

ル
ヘ
シ

ト
去
リ
。
(
4
)

こ
の
文
章
が
布
施
を
高
揚
す
る
段
に
置
か
れ
て

い
る
事
実
は
、
檀
彌
離

の
名
の
由
来
と
過
去
物
語
の
意
義

に
合
致
す
る
も

の
で
あ

る

か
ら
、

『
宝
物
集
』

の
編
者
は
、
恐
ら
く
は
檀
彌
離
の
檀

が

旦
波
羅
蜜

の
旦
で

あ
る
こ
と
を
も
含
め
て
、
そ
れ
ら
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
檀
彌
離
の
名
及
び
過
去
物
語
の
基
本
的
構
造
が
共
通
で
あ
る
こ
と

よ
り
、
『賢
愚
経
』
を
下
敷
き
に
し
て
い
た
こ
と
は
大

い

に
有
り
得
る

こ
と
で
あ
る
が
、
過
去
物
語
に
登
場
す
る
修
行
者
の
人
数
に
異
な
り
が

あ
る
。
こ
う
し
た
異
な
り
の
原
因
と
し
て
渡
辺
氏
は
書
承
口
承
の
介
在

を
想
定
し
て
お
ら
れ
る
が
、
〈
四
人
〉
と
い
う
人
数
に
関
し

て
は
具
体

的
な
指
摘
が
可
能
で
あ
る
。

『法
華
経
』
妙
荘
厳
王
本
事
品
に
現
わ

れ

る

王
家

の
前
生
課
と
し
て
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同
様
の
過
去
物
語
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
但
し
こ
れ
は

『法
華
経
』
自

体
に
説

か
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
註
釈
書

類

に
見

ら
れ

る
。
例
え
ば

『法
華
文
句
』
十
下

(大
三
四
、

一
四
七
上
)
『
法
華
文
句
記
』
(大
三
四
、

三
五
八
中
)
『
法
華
義
疏
』
十
二

(大
三
四
、
六
三
〇
下
)
が
あ
る
。
(
5
)

過
去

物
語
に
登
場
す
る
比
丘
は
妙
荘
厳
王
、
浄
徳
夫
人
、
浄
蔵
、
浄
眼
の
前

生
で
あ

る
か
ら
、
人
数
は
必
ず
や
四
人
で
あ

っ
て
、
五
人
に
は
な
り
得

な
い
。
『
宝
物
集
』
は
諸
種
の
文
献
を
依
用
し
て
そ
の
博
学
を

誇

る
が
、
就

中

『
法
華
経
』
は
そ
の
出
現
頻
度

に
お
い
て
他
書
を
圧
倒
す
る
。
(
6
)

妙
荘

厳
王
が
二
子
に
よ
り
仏
道
に
導
き
入
れ
ら
れ
た
故
事
は
多
く
の
伝
本
に

語

ら

れ

る

が

、
(
7
)

王

家

の
前

生

と

し

て

の
修
行

者

の
物

語

は

限

ら

れ

た
伝

本

に
し

か
見

い
出

し

得

な

い
。

先

に
引

い
た

檀

彌

離

の
前

生

課

と

比

較

す

べ
く

次

に
引

い
て

み

よ

う

。

昔
四
人

ノ
聖
人

ア
リ
キ
。
山

二
籠

テ
行

ピ
ケ
ル
ホ
ド

ニ
。

一
人
ヅ

里

二
出

テ
。
食
物

ヲ
乞
食

シ
テ
過

ル
程

二
。

一
人

ノ
聖
人

ノ
云
様

。
唯

二
人
シ
テ
乞

食

シ
テ
養

ハ
ン
。
三
人

ハ
静

二
行

テ
、
我
後

世

ヲ
モ
弔

ヒ
導

キ
給

ヘ
ト
云
ケ

レ
バ
。
三
人
悦
デ
閑

ニ
行

ピ
ケ

レ
。ハ
。
年

月

ヲ
経
テ
。
四
人
ナ
ガ
ラ
失

ニ
ケ

リ
。
三
人

ハ
正
覚
成

ジ

ヌ
。
今

一
人

ハ
。
里

ニ
出
テ
乞
食

シ
ケ

ル
折
節
。

君

ノ
御

幸

ヲ
見
奉

リ
テ
。
執

心
ヲ
止

メ
ケ

ル
故

ニ
。

即
チ
国
王
ト
生

キ
。
三
人

ノ
聖
人
昔

ノ
契

ヲ
忘

レ
ズ
シ
テ
。

一
人

ハ
后

ト
成
。

二
人

ハ
子

ト
成

テ
。
父

ノ
王

ヲ
教

ヘ
テ
。

菩
提

ノ
道

ニ
入
タ
リ
キ
。

妙
荘
厳

王
。

浄
徳
夫
人
。

浄

蔵

。
浄
眼

ノ
ニ
人
ノ
子

ト
申

ス

ハ
。
此
御
事

ド

モ
也
。
(
8
)

檀
彌
離
長
者
伝
承

の
変
容

(松

村
)

両
者
よ
く
似
て
い
る
の
で
、

一
方
が

一
方
に
混
入
し
た
か
、
少
な
く
と

も
影
響
を
与
え
た
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
が
い
ず
れ
に
影
響

を
与
え
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
憶
測

の
域
を
出
な
い
が
、
敢
え

て
推
測
す
れ
ば
次
の
様
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち

『宝
物
集
』
は

『
賢
愚

経
』
に
伝
え
ら
れ
る
様
な
檀
彌
離
長
者
の
前
生
話
を
知

っ
て
い
た
で
あ

ろ
う
し
、
し
か
も
漢
文
大
蔵
経
中

の
主
な
も

の
と
し
て
は

『賢
愚
経
』

に
し
か
伝
わ
ら
な
い
の
で
、
こ
の
前
生
話
は

『賢
愚
経
』
に
基
づ
い
て

知

っ
て
い
た
蓋
然
性
が
強
い
。
と
こ
ろ
が

『
法
華
経
』
の
註
釈
類
を
通

じ
て
妙
荘
厳
王

一
家
の
前
生
話
も
知

っ
て
い
た
が
、
こ
の
ふ
た

つ
の
話

は
極
め
て
類
似
し
て
い
る
の
で
混
同
が
起
こ

っ
た
。
檀
彌
離
長
者
前
生

話
に
は
元
来
三
人
の
修
行
者
し
か
登
場
し
な

い
が
、
こ
こ
で
四
人
と
な

っ
て
い
る
の
は
妙
荘
厳
王
前
生
話
の
影
響
に
よ
る
変
更
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
の
変
更
に
は
敢
え
て
四
人
に
す
る
理
由
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
、

無
意
識
の
う
ち
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
こ
こ
で
ひ
と
つ
問

題
が
残
る
。
こ
の
ふ
た
つ
は

『
宝
物
集
』
の
伝
承
史
の
う
ち
で
も
後
の

挿
入
で
あ
ろ
う
こ
と
は
前
に
も
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
同
時

に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
第
二
種
七
巻
本
=
九
冊
本
に

は
檀
彌
離
長
者
前
生
話
は
あ
る
が
、
妙
荘
厳
王
前
生
話
は
な
い
。
従

っ

て
こ
の
伝
本
に
限

っ
て
言
え
ば
、
後
者
が
前
者

に
影
響
を
与
え
た
と
い

う
の
は
考
え
に
く
い
。
こ
の
二
話
を
同
時
に
内
包
し
て
い
る
の
は
第

一

種
七
巻
本
で
あ
る
。
従

っ
て
檀
彌
離
前
生
譚

の
五
人
比
丘
を
四
人

に
変

更
す
る
の
は
第

一
種
七
巻
本

の
平
面
で
遂
行

さ
れ
た
と
憶
測
さ
れ
る
か
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檀
彌
離
長
者
伝
承
の
変
容

(松

村
)

も
し
れ

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
妙
荘
厳
王
前
生
譚
が
挿
入
さ
れ
て
い

な
く
と
も
、
『
宝
物
集
』

の
改
編
者
が
そ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た

と
は

い

え
な
い
。
先
に
も
述
べ
た
様
に

『
法
華
経
』
自
体
に
は
説
か
れ
て
い
な

く
と
も
、
『法
華
経
』
の
読
者
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
も

の
で
あ

っ

た
し
、
『
宝
物
集
』
と
同
時
代
の
も

の
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。そ
れ
は

『
注
好
選
』
中
第
十
の
浄
徳
夫
人
化
大
王
で
あ
り
、
(
9
)

直
前

の

第
九
薬
王
焼
身
腎
と
共
に
二
話

一
類
の
如
く
に
法
華
説
話
を
構
成
し
て

い
る
。
こ
こ
で
は
四
人
の
修
行
者
が
登
場
す
る
過
去
物
語
が
従
前
の
も

の
と
同
じ
く
語
ら
れ
、
引
き
続

い
て
次
の
世

の
妙
荘
厳
王
と
王
を
教
導

す
る
后
と

二
王
子
の
物
語
が
説
か
れ
る
。
こ
の
後
半
部
は

『
法
華
経
』

自
体
に
説

か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
末
尾
に
ジ

ャ
ー
タ
カ
の
如
く

に
連
結
が
置
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
が

『法
華
経
』
と
は
綾
か
な
違
い
を

呈
し
て

い
る
。
『注
好
選
』

の
連
結
は

「彼

の
王
者

今

の
沙
羅
樹
王
仏

是
也
。
其

の
后
ト
者
今
の
光
照
荘
厳
相
菩
薩
是
也
。
兄

の
王
子
者
今
の

薬
王
菩
薩
是
也
。
弟

の
王
子
者
今
の
薬
上
菩
薩
是
也
。」
と
あ
り
、
『法

華
経
』
が

「妙
荘
厳
王
、
豊
異
人
乎
、
今
華
徳
菩
薩
是
」
と
あ
る
の
に

対
し
て
、
王
に
割
り
当
て
る
も

の
が
異
な

っ
て
い
る
。
し
か
し

『
法
華

経
』
に
お

い
て
王
は
雲
雷
音
宿
王
華
智
仏
に
よ

っ
て
娑
羅
樹
王
仏
と
な

る
予
言
を
受
け
て
い
る
の
で
、
『
注
好
選
』
は
そ
れ
を
取
り
入
れ

た
も

の
と
思
わ
れ
、
『
法
華
経
』
と
矛
盾
す
る
も

の
で

は
な

い
。
ま
た

『
法

華
経
』
妙
荘
厳
王
本
事
品
や

『
注
好
選
』
中
第
十
に
限

っ
て
言
え
ば
、

こ
の
連
結
に
呼
応
す
る
現
在
物
語
は
語
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
薬
王
菩

薩
本
事
品
や

『注
好
選
』
中
第
九
か
ら
の
連
続
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、

法
華
説
話
と
し
て
の
薬
王
菩
薩
の
前
生
譚
の
線
上
に
あ
る
こ
と
が
了
解

さ
れ
る
。
『
注
好
選
』
が
檀
彌
離
長
者
の
物
語

を
知

っ
て
い
た

か
否

か

は
、
現
時
点
で
我
々
が
有
す
る

『
注
好
選
』

の
三
本
が
い
ず
れ
も
完
本

で
は
な
い
の
で
、
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

さ
て

『
注
好
選
』
中
第
十
は
日
本
仏
教
文
学

史
の
上
で
も
好
ま
れ
た

も

の
の
様
で
、
『私
聚
百
因
縁
集
』
三

[
八
]
浄
徳
夫
人

事
と

な

っ
て

同
文
同
話
と
し
て
再
説
さ
れ
る
。
(
1
0
)

そ
れ
と
同
時

に

『私
聚
百
因
縁
集
』

は
国
王
に
も
勝
る
栄
華
を
誇

っ
た
ダ

ソ
ミ
リ
長
者

の
逸
話
を
知

っ
て
い

た
。
長
者
自
身
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
が
、
三

[五
]
採

角
入
貧
女
事

の
冒
頭
に
て
触
れ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
次

の
通

り
で
あ

る
。天

竺
大
国
ノ
帝
ノ
行
幸
其
ノ
供
奉
ヲ
ヒ
タ
、
シ
キ
事
也

舎
衛
国
波
斯
匿
王

檀
毘
利
長
者
ノ
家
ニ
牛
頭
栴
檀
ヲ
為
メ
ニ
御
所
望
ノ
忍
テ
只
ヒ
ト
リ
シ
ノ
ヒ

ノ
御
臨
幸
ア
リ

本
話
全
体
は
ダ
ソ
ミ
リ
長
者
の
栄
華
を
伝
え
る
も
の
で

は
な
く
、
(
1
1
)

『今

昔
物
語
集
』
巻
三
第

一
六
と
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る

こ
と
が
以
前
よ
り
指
摘

さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
が
、
『今
昔
』
を
直
接
の
材
源
と
仰

ぐ

こ
と

は
も
は
や
行
わ
れ
な
い
。
し
か
も
上
引

の
冒
頭
部
は

『
今
昔
』
に
は
欠

け
て
い
る
。
『
私
聚
』
の
冒
頭
は

『賢
愚
経
』

の
伝

え
る
内
容
を
前
提

と
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
の
な
い
こ
と
で
は
あ

る
が
、
『賢
愚
経
』
を
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典
拠
と

し
て
と
は
言
い
難
い
。
檀
彌
離
を
檀
毘
利
と
い
う
表
記
に
変
更

す
る
理
由
が
見
当
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
直
接
の
材
源
は
檀
毘
利
と

い
う
表
記
を
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
妙
荘
厳
王
の
前
生
と
し
て
の
四
人
の
修

行
者

の
物
語

と
、
ダ

ン
ミ
リ
長
者
の
逸
話
が
同

一
の
書
の
中
で
二
本
立
て
で
語
ら
れ

る
例
は
他
に
も
求
め
ら
れ
で
あ
ろ
う
か
。
先
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は

『法

華
経
鷲
林
拾
葉
鈔
』
で
あ
る
。
四
人
の
修
行
者
の
物
語
は
巻
二
四
厳
王

品
に
伝

え
ら
れ
て
い
る
が
、
(
1
2
)

今
ま
で
列
挙
し
て
き
た
も
の
よ
り
か
は
若

干
詳
し
く
な

っ
て
は
い
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
同

一
で
あ
る
。
た
だ

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
釈
名
の
部

分

で

「
出
他
経
」
す
な

わ
ち

『法
華
経
』
以
外

の
も

の
に
出
て
い
る
と
す
る

の
は
法
華
の
註
釈
書
類

と
同
じ

で
あ
る
が
、
尊
舜
は

「
他
経
」
を

『
薬
蔵
経
』
と
特
定
し
て
い

る
こ
と

で
あ
る
。
遺
憾
な
が
ら
筆
者
は
こ
の
経
典
に
つ
い
て
詳
ら
か
に

し
な
い
が
、
尊
舜
が
引
用
の
材
源
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

分
別
功
徳
品
の
偶
に
牛
頭
施
檀
の
語
が
現
わ
れ

る
が
、
『
拾
葉
鈔
』
巻

一
九
は

こ
の
語

の
説
明
の

一
環
と
し
て

「牛
頭
施
檀
ヲ
芥
子
斗
モ
奉
仏

僧
生
生
世
世
無
中
天
」
を

『賢
愚
経
』

の
文
と
し
て
引
用
す
る
。
こ
れ

だ
け
で
は
ダ
ン
ミ
リ
長
者
を
想
起
さ
せ
る
も
の
に
は
な
い
得
な
い
が
、

四
十
年
程
後
に
編
纂
さ
れ
た

『法
華
経
直
談
鈔
』
巻
八
末
分
別
功
徳
品

で
は
、
(
1
3
)

同
じ
引
用
文
を
典
拠
を
示
す
こ
と
な
く
若
干
の
異
同
を
伴
い
つ

つ
引
い
た
後
に
、
ダ
ソ
ミ
リ
長
者
の
逸
話
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
内
容

は

『
賢
愚
経
』
の
も
の
を
圧
縮
し
た
と
言

っ
て
も
差
し
支
え
な
い
の
で

檀
彌
離
長
者
伝
承
の
変
容

(松

村
)

あ
る
が
、
長
者
名
の
表
記
が

『私
聚
』
と
同
じ
く
檀
毘
利
と
な

っ
て
い

る
た
め
に

『賢
愚
経
』
を
直
接
の
材
源
と
見
做
す

こ
と

は
躊
躇
さ
れ

る
。
巻

一
〇
末
厳
王
品

に
は
例
に
よ

っ
て
妙
荘
厳
王
の
前
生
と
し
て
の

四
人
の
修
行
者

の
話
が
語
ら
れ
る
が
、
完
全

な
同
文
で
は
な
い
も

の
の

『
拾
葉
鈔
』
に
強
く
依
り
か
か
っ
て
い
る
と
見
て
よ
い
。

 

『
三
国
伝
記
』
巻
四
第

一
〇
妙
荘
厳
王
因
縁
事

は
、
(
1
4
)

王

の
前
生
と
、

王
の
改
宗
物
語
を
連
続
し
て
語
り
、
法
華
時
と

の
連
結

で
結

ん
で

い

る
。
前
半
は
法
華
の
諸
註
に
あ
る
も
の
に
ほ
ぼ
等
し
い
。
若
干
見
ら
れ

る
日
本
的
な
表
現
は
玄
棟
の
加
筆
で
あ
ろ
う
。
後
半
は

『
法
華
経
』
妙

荘
厳
王
本
事
品

(或
い
は
そ
れ
を
摘
出
し
た

『経
律
異
相
』
八
)
に
か
な
り

忠
実
に
依

っ
て
い
る
。
特
に
最
後
の
連
結
の
文
は

『
注
好
選
』
と
は
違

っ
て

『
法
華
経
』
に

一
致
し
て
い
る

の
で
、
『
注
好
選
』
と
材
源
を
共

有
す
る
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

本
邦
に
お
け
る
檀
彌
離
長
者
と
そ
の
前
生

の
物
語
は
、
妙
荘
厳
王
の

前
生
譚
と
そ
の
類
似
の
故
に
混
同
が
起
こ
り
、
伝
承
の
経
路
が
や
や
複

雑
化
し
た
。
ま
た
長
者

の
名
前
の
表
記
に
も
ヴ

ァ
リ

エ
イ
シ
ョ
ソ
が
見

ら
れ
る
こ
と
よ
り
、
複
数
の
伝
承
路
線
が
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。な
お
名
前
だ
け
に
限

っ
て
言
え
ば
、
他
に
中
世
物
語

「
法
妙
童
子
」

の
中
に
も
だ
ん
び
り
長
者
の
名
前
が
見
い
出
さ
れ
る
。
(
1
5
)

ひ
ら
が
な
で
書

か
れ
て
い
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な
漢
字
を
背
景

に
し
て
い
る
の
か
は
不

明
で
あ
り
、
物
語

の
筋
も
今
ま
で
述
べ
て
き
た
も

の
と
は
別
の
も
の
で
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檀

彌
離

長
者
伝
承
の
変
容

(松

村
)

あ

る

の

で
、

詳

細

に

つ
い

て

は
別

稿

を

期

し

た

い
。

1

『
神
戸
親
和
女
子
大
学
研
究
論
叢
』
二
八

(
一
九
九
五
)
、
四
三

註

二
。

2

同

三
八

註
b
。

3

渡
辺
信
和

「天
竺
の
長
者
説
話
―

西
行
物
語
の
檀
彌
離
を
め
ぐ
っ
て

―

」
和
漢
比
較
文
学
会
編

『説
話
文
学
と
漢
文
学
』
(＝
和
漢
比
較
文

学
叢
書

一
四
)
(東
京
:

汲
古
書
院
、

一
九
九
四
)
、

一
六
〇
。

4

こ

の
パ
ッ
セ
ー
ジ

は
七
巻
本
系
に
し
か
見

い
出
さ
れ
な
い
。
従

っ
て
後

の
段
階
で

の
挿
入
か
と
推
測

さ

れ

る
。

[第

一
種

七
巻
本
]

巻
六
。
芳
賀

矢

一

『
宝
物
集
』

(
＝
名
著
文
庫

一
―

一
三
)

(
東
京
:

冨
山
房
、

一
九

二
七
)
、
二
〇
二
。
『
大
日
本
仏
教
全
書
』

一
四
七

(
一
九

一
三
、
東
京

"

名
著
普
及
会
、

一
九
八
三
)
、

一
一
八
―

一
九

＝
九

一
(東
京

:
鈴
木
学

術
財
団
、

一
九

七
二
)
、

五
二
。

[第

二
種

七
巻
本

＝
九
冊
本
]
八
冊
。
吉

田
幸

一
・
小

泉

弘

『
宝

物

集

九

冊

本
』

(
＝
古
典
文

庫

二

五
八
)

(東

京

:
古
典
文
庫
、

一
九

六
九
)
、

三
五
七

＝
福
原

昭
五

『
九
冊
本
宝
物
集

と
索

引
』

(東
京

:
近
代
文
芸
社
、

一
九
九
三
)
、

一
八
四
。
小
泉
弘

・
山

田
昭
全

『
宝
物
集

閑
居
友

比
良
山
古

人

霊

記
』

(
＝
新

日
本
古

典
文

学

大
系

四
〇
)

(東
京

:
岩
波
、

一
九
九
三
)
、
二
七
七
。
抜
書

に
も
同

文
が

見

ら

れ

る
。
小
泉

弘

『古

鈔
本
宝
物
集
』

(
＝
貴

重
古

典
籍
叢
刊

八
)

(東
京

:
角
川
、

一
九
七
三
)
、
四
六
二
―

四
六
三
。
瓜
生
等
勝

『身

延
山
本

宝
物
集

と
研
究
』

(
＝
未
刊
国
文
資

料

四
―

)

(豊
橋

:
未
刊

国
文
資
料
刊
行

会
、

一
九

七
三
)
、

一
五
三
。
引

用
は
良

い

エ
デ

ィ
シ

ョ

ソ
で
は
な

い
が
、
以
下

の
引
用

と
の
関

わ

り

か

ら
、
『
日
仏
全
』

に
基
づ

く
。

5

『文

句
』
は

こ
の
過
去
物
語
を

「
此
因
縁
出
他
経
」
と

し

て

具
体
的

に

出
典
名
を
挙
げ
ず
、
『
文
句
記
』

は

「
未
検
」
と

し
て
出
典
不
明

で

あ

る

と
す

る
。

6

小
泉
弘

『
宝
物
集

〈
中
世
古

写
本
三
種
〉
』

(
＝
古

典
文
庫

二
八
三
)

(
一
九
七
一
)

付
載

の
書
名
索
引
参
照
。

7

[
一
巻
本
]
山

田
孝
雄

『
宮
内
省
図
書
寮
御
蔵
宝
物
集

』
(東
京

:
古
典

保
存
会
、

一
九

二
九
)
。

『続
群
書
類
従
』
三
二
下

(
東
京

:
続
群
書
類
従

完
成
会
、

一
九
二
四
訂
正

三
版

一
九
五
七
)
、

一
八
三
。
『
日
仏
全
』

一
四

七
、

三
＝
九

一
、

七

一
。

[片
仮
名
古
活
字
本
]
巻
上
。

黒
田
彰

『
身
延

文
庫
蔵
宝
物
集
中
巻
片
仮

名
古
活
字

三

巻

本
』
(
大
阪

"
和
泉
書
院
、

一

九
八

四
)
、

一
八

七
[
一

八
オ
]
。
『
続
類
従
』
二
三
二
―

二
三
三
。
[
第

一

種
七
巻
本
]
巻

一
。

『
日
仏
全
』

一
四
七
、

一
六
＝
九

一
、

八
。

芳
賀
二

六
。

[第

二
種

七
巻
本

＝
九
冊
本
]

吉

田

・
小
泉

四
三
―

四
四

＝
福
原

二
七
。
小
泉

・
山

田
三

二
。

小

泉

弘

『古

鈔

本
』

四

五

[
二

〇

オ
]
、

小
泉

『
宝
物
集

〈
中
世
古
写
本
三
種
〉
』
三
九
―
四
〇

[
光
長
寺
本
]
。
抜

書
本
。
小
泉

『
古
鈔
本
』

二
五

一

[
一
四
オ
]
、
瓜
生

一
七
。

8

[
片
活
]
巻
下
。
黒

田
三
九
九
―
四
〇
〇

[
三
六
オ
―

ウ
]
。
『
続
類
従
』

三

一
三
。
[
一
種
七
巻
]
巻

七
。
『
日
仏
全
』

一
四
七
、

一
三
七

＝
九

一
、

六

一
。
芳
賀

二
三
四
―
二
三
五
。

9

『
続
類
従
』

三
訂

一
九
五
七
、
一
三
八
。
東
寺
貴
重
資
料
刊

行
会

『古

代

説
話
集
注

好
選

』

(東
京

:
東
京
美

術
、

一
九
八
三
)
、

五
二
―

五
三
、

一
四
七

[
一
一
オ
―

一

二オ
]
。
後
藤
昭
雄

『
金
剛
寺
蔵
注
好
選
』

(
＝
和

泉
書

院
影
印
叢
書

一
二
)

(大
阪

:
和
泉
書
院
、

一
九
八
八
)
、

二
五
―

二
七
、

一
三
九
―

一
四

一
[一

一
オ
―

一
二
オ
]
。

10

『
注
好
選
』

と

『私

聚
百
因
縁
集
』

の
平
行

話

の

本
文
を
綿
密

に
比
較

し
、
前
者
が
後
者

の
直
接

的
出
典

と
な
る
得

る
可
能
性

を
求

め

た

も

の

は
、
森
正
人

「今
昔
物
語
集
の
基
礎
的
研
究
―

注
好
選
集

・
私
聚
百
因

縁
集

と
の
関
係
」

『愛
知
県

立
大
学
文
学

部

論

集
』
二
七

(
一
九

七
七
)

[
一
九
七
八
発
行
]
、

一
五
―

二
七
。

11

『
日
仏
全
』

一
四

八
、

四
〇

＝
九
二
、

一
五

一
。
古
典
文
庫

三
六
五
、

一
四
〇
―

一
四

一
。
古

典

資

料

四

(
東
京

:
す

み

や

書
房
、

一
九

六

八
)
、

一
三
八
―

一
三
九
。

12

『
増
補
改
訂

日
本
大
蔵
経
』
二
六

(
東
京

"
鈴
木
学

術

財

団
、

―
九

七
四
)
、
二
四
五
―

二
四
六
。

13

池

山

一
切
圓
解

題

『
法

華

経

直

談

鈔
』
三

(京
都

:
臨
川
、

一
九
七

九
)
、

二
〇

四
―

二
〇
五
。

14

『
日
仏
全
』

一
四
八
、
九

四
―
九

五
＝
九
二
、

二
五
五
―

二
五
六
。

古
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典
資
料

一
、
二

三
九
―
二
四

一
。
池
上
洵

一

『
三
国
伝
記
』
上

(
＝
中

世

の
文
学

六
)

(東
京

:
三
弥

井
書
店
、

一
九
七
六
)
、

二
一

四
―
二
一

五
。
名
古

屋
三
国
伝
記
研
究

会

『
三
国
伝

記

〈
平
仮
名
本
〉
』

上

(
＝
古

典
文
庫

四
三
四
)

(
一
九
八

二
)
、

二
九

八
―
三
〇

二

[巻
六
―

一
〇
話

浄
蔵
浄
け

ん
し
ん

へ
ん
の
事
]
。

15

横
山
重

・
太

田
武
夫

『
室
町
物

語
集
』

四

(東
京

:
井
上
書
房
、

一
九

六
二
)
、

一
四

四
―

一
八
○
、
異
本

と
し

て

「
い
け

に
え
物
語
」
横
山
重

・

松
本
隆
信

『
室
町
時
代
物

語

大

成
』
二

(東
京

:
角
川
、

一
九
七
四
)
、

一
九
三
―

二
一

八
。

こ
れ
も
長
者

の
名
前

は
た
ん
ひ
り
と
仮
名
表
記

で
あ

る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

檀
彌
離
、
妙
荘
厳

王
(神
戸
親
和
女
子
大
学
教
授

・
P
h
.
D
.
)

檀
彌
離
長
者
伝
承
の
変
容

(松

村
)

退
会
に
関
す
る
内
規

(

会
員
は
、
学
会
本
部
に
届
け
出
た
上
で
、
い
つ
で
も
退

会
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

会
費
を
三
年
間
滞
納
し
た
者
は
、
退
会
し
た
も
の
と
認

め
る
。

③

会
の
名
誉
を
著
し
く
害
な
う
等
、
会
員
と
し
て
不
適
当

と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
の
決
定
に
よ
り

退
会
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈲

本
内
規
の
変
更
は
理
事
会
の
議
決

に
よ
る
。

⑤

本
内
規
は
昭
和
五
十
四
年
九
月
十

一
日
よ
り
実
施
、
平

成
五
年
五
月
二
十
二
日
よ
り
改
定
施
行
す
る
。
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